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【平成２５年度第３回北広島市子ども・子育て会議】 

 

１．日時 

  平成 26年 3月 13日（木）18：30～19：50 

 

２．場所 

  北広島市役所本庁舎 2階会議室 

 

３．出席者 

  （委員）※50音順・敬称略     （市・事務局） 

  （会長）飯浜 浩幸         保健福祉部長  木下 信司 

   安藤 由美子           児童家庭課長  仲野 邦廣 

   亀岡 菜穂子           児童家庭課主査 鈴木 靖彦 

   小林 明夏         

   中田 紀子 

西澤 美香             

   堀内 美和 

   松浦 政子 

   三島 哲 

百瀨 彰 

    

４．傍聴者 

  ２名 

 

５．会議次第 

 （１）「子ども・子育て支援事業計画」策定のためのアンケート調査報告書（概

要版） 

（２）教育・保育提供区域の設定について 

（３）子ども・子育て支援事業計画における量の見込みについて 

（４）国の子ども・子育て支援新制度の検討状況について 

（５）その他 
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               【議事録】 

 

 

○会長     ただ今から平成２５年度第３回北広島市子ども・子育て会議

を開催いたします。 

        本日の議事は４つあります。１番目の「子ども・子育て支援

事業計画」策定のためのアンケート調査報告書について、事務

局より説明お願いいたします。 

 

（１）「子ども・子育て支援事業計画」策定のためのアンケート調査報告書（概

要版）について 

 

○事務局   （資料に沿って説明） 

○会長     アンケート調査結果の概要について説明がありましたが、委

員の皆様から何か質問等ございませんか。 

        私から質問させていただきます。 

        この調査結果を周辺他市と比較することは現段階で可能でし

ょうか。 

○事務局    現段階では、まだ比較できておりません。 

○会長     分かりました。 

        では、続いて次の議事に入り、質問等については後でまとめ

て伺うこととします。 

        議事２番目の教育・保育提供区域の設定について、事務局よ

り説明お願いいたします。 

 

（２）教育・保育提供区域の設定について 

 

○事務局   （資料に沿って説明） 

○会長     ありがとうございました。事務局から教育・保育提供区域の

設定について説明がありました。委員の皆様には、次回までの

課題が明確になった内容でした。 

        次の議事である「量の見込み」についても、今回の区域の問

題と関係しておりますので、続けて事務局より説明お願いいた

します。 

 

（３）子ども・子育て支援事業計画における量の見込みについて 
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○事務局   （資料に沿って説明） 

○会長     ありがとうございました。これまでの議事１，２，３の中で

委員の皆様から何か質問等ございませんか。 

        これまでの説明の中で、アンケート調査の分析結果を、量の

見込み算出ソフトへ入力すると、全市的な量の見込みが推計で

きるとのことですが、地区なり地域別に量の見込みを算出する

ことも可能なのでしょうか。 

○事務局    アンケート調査の回答者を小学校区により区分けしておりま

すので、可能です。 

○会長     それでは、次回以降、区域設定等の議論を行う上で、地域ご

との量の見込みを参考にできるとういうことですね。 

○事務局    はい。地区ごとに量やニーズが異なると推測されますので、

次回は区域設定の例を提示して、委員の皆様に参考にしていた

だきたいと思います。 

○会長     各委員の皆様も、今後、当会議で検討しなければならない事

項がイメージできたと思います。 

        アンケートについては現段階ではまだ概要版のみで、詳細な

分析はこれからということです。 

        北広島市の子ども・子育て支援事業計画の策定にあたって、

その入り口に立ったところです。 

        ここまでの中で委員の皆様から何か質問等ございませんか。 

○委員     アンケート調査のなかで、自由記述の欄があったはずですが、

それらについては、調査結果の最終版に掲載されますか。 

○事務局    最終版に掲載する予定です。 

○委員     わかりました。 

○委員     学童クラブの利用したい時間に関する問いがあったのですが、

それらも最終版に分析結果が載りますか。 

        また、保育園の今年４月１日時点の待機児童はいますか。 

○事務局    それもアンケート項目であり、分析結果として掲載されます。

平成２６年４月１日の待機児童はおりません。 

○委員     わかりました。 

○委員     待機児童はいないとのことですが、その基準等があれば教え

て下さい。 

○事務局    国の基準では、「通常の交通手段により 20～30 分以内の場所

に入所可能な保育園がある場合」は待機児童としないこととな
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っております。通常の交通手段は車と解釈されておりますので、

当市の場合は市内全域が入所可能保育園となります。 

        兄弟がいる、近い等の理由で特定の保育園のみ入園希望の児

童については、現時点で８名程います。 

○委員     わかりました。 

○会長     では、次の議事である国の子ども・子育て支援新制度の検討

状況について、事務局より説明お願いいたします。 

 

（４）国の子ども・子育て支援新制度の検討状況について 

 

○事務局   （資料に沿って説明） 

○会長     ありがとうございました。今の説明の中で何か質問等ござい

ませんか。 

        国の動きについては流動的な部分があるとのことですが、具

体的にはどの部分が、北広島市子ども・子育て会議に影響して

きますか。 

○事務局    例を挙げますと、認定こども園や小規模保育所を設置する場

合の市が定めなければならない運営基準、幼稚園が施設型給付

へ移行する場合の公定価格など、様々な部分で国の動向に影響

されると考えられます。 

○会長     わかりました。 

全体を通してご意見、ご質問ございませんか。 

        では私から確認ですが、最終的なアンケートの分析結果の最

終版の冊子はいつごろ完成予定ですか。 

○事務局    今月末には完成予定です。 

○会長     では、それを各委員に充分目を通していただき、次回までに

意見を整理していただくことになります。 

        特に資料３にあります１１事業の区域設定や量の見込みにつ

いてイメージを明確にする必要があると思います。 

        目指す目標は子ども・子育て支援事業計画の策定ですが、具

体的には区域ごとのサービスの需給状況の把握や、サービスを

確保できる時期の設定に取り組む必要があります。 

○委員     最終版の冊子を各委員に送付していただくとのことですが、

その中で北広島市特有のニーズや詳細な分析が示されていると

いうことですね。 

○事務局    そのような冊子になると考えております。 
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○委員     保育園の広域入所に関する分析等も明確になりますか。 

○事務局    入所者の 20％ほどが市外居住者である幼稚園と違い、保育園

の場合、広域入所者または他市へ委託する児童数は、年３名程

度であり、特に広域に絞って分析する予定はございません。 

○委員     わかりました。 

○会長     では次回の予定について事務局よりお願いいたします。 

○事務局    計画そのものは来年３月までに完成させなければならないの

ですが、９月頃に中間のとりまとめをする必要があります。 

        今月末には国からまとまって情報等が入る見込みで、それら

を精査しながら、４月中には平成 26年度第１回会議を開催した

と考えております。 

○会長     わかりました。 

次回には区域設定や量の見込みを固める予定ですね。 

○事務局    できれば次回まとめることができればいいのですが、検討が

長引けば、さらに次の回でも可能と思います。 

        最終的には委員の皆様の意見を参考に、市が決定することと

なります。 

○会長     わかりました。 

        来月の開催までに我々委員には多くの課題を託されましたの

で、本日の資料を深く読み込んで、次回開催へ臨みたいと考え

ます。 

        他に質問等ございませんか。 

  では第３回北広島市子ども・子育て会議を終了いたします。 

        委員の皆様、大変お疲れ様でした。ありがとうございます。 


